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３月の緊急医・暮らしのカレンダー�
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4月8日は愛知県議会議員一般選挙投票日�
ニューススポット Shinshiro�
お知らせ�
しんしろ・知ろう・あらかると「まちの話題」�
新城市成人式�
しみんのトビラ�
市民編集委員を紹介します�

ケーブルテレビ事業がスタート します�
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東新町

東郷西小

東郷西
保育園

新城東高校

至
鳳
来

至
飯
田

JR飯田線

今月の人口�
平成19年2月1日現在（前月比）�

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と�
　異動事由の集計が一致しない月もあります。�

広報しんしろ・ほのか　　2007.3

暮らしのカレンダー� 緊急医 午後7時～午後11時�

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館�

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター�

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター�

暮らしのカレンダー� 緊急医�
外来のみですので、受診を希望さ
れる方は、容態を事前に連絡してお
越しください。また、緊急医は都合
で変わることがあります。�

広報しんしろ�
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金�夜�さくら眼科�（上平井）�
☎22-4100

2

28 水�夜�春日眼科� （杉山）�

☎24-3222

緊急医�

眼　科�

平日　午後7時～午後11時�

20 火�夜�皮フ科新栄クリニック�（平井）�
☎24-6022

皮膚科�

平日　午後7時～午後11時�

整形外科�

平日　午後7時～午後11時�
休日　午前9時30分～午後4時30分�

13 火�夜�

11 日�昼�
石川整形外科クリニック�（平井）�
☎24-6500

休日診療所�

医　科�

午前9時30分～午後4時30分�

歯　科�

午前9時～正午�

医科・歯科とも開設しています。�

開 設 日 �

開設場所�

3月  4日（日）・11日（日）�

18日（日）・21日（祝）�

25日（日）　　　　　 

新城市矢部字上ノ川1番地8
新城休日診療所�
☎23-3665

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至矢部 至牛倉

診療は医科・歯科ともに外来の
みです。利用されるときは、必
ず『健康保険証』などをご持参
ください。�

市民大学【文】�

子どもの予防接種週間（～７日）�
春季火災予防運動（～７日）�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
ひな祭り　耳の日�

飯田線ウォーキング�

中学校卒業式�

市民大学【文】�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
奥三河芸能祭（～１１日）�

消防団観閲式�

市民大学【文】�

アイデア教室【は】�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�

めざせ明日のまちづくり事業成果報告会【文】�

幼稚園卒園式�

小学校卒業式�

春分の日�

アイデア教室【は】�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
体育室親子無料開放【青】（午後）�
世界結核デー�
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木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

月�

火�

水�

29 木�

30 金�

31 土�

木�

土�

日�

金�

保育園卒園式�

西新町内科整形外科外科医院�（東新町）�
☎22-0372

今月の表紙�

森下医院� （布里）�

☎36-0002

村松内科� （東新町）�

☎22-0026

ながしのクリニック�（長篠）�
☎32-3223

荻野医院� （長篠）�

☎32-0020

中村医院� （的場）�

☎22-2863

織田医院� （下吉田）�

☎34-0021

永田内科� （諏訪）�

☎23-3301

緑が丘診療所�（緑が丘）�
☎24-4026

高木内科医院�（栄町）�
☎22-2861

静巌堂医院� （副川）�

☎35-0022

ちさと医院� （杉山）�

☎23-4321

宮本病院� （海老）�

☎35-0811

あいきょうクリニック�（大野田）�
☎24-1777

今泉医院� （玖老勢）�

☎35-1003

今泉医院� （玖老勢）�

☎35-1003

ほうらいクリニック�（ 大 野 ）�
☎32-1026

今泉病院� （栄町）�

☎22-1150

おさだファミリークリニック�（本町）�
☎23-7772

おさだファミリークリニック�（本町）�
☎23-7772

しんしろフィットクリニック�（川路）�
☎23-8531

しんしろフィットクリニック�（川路）�
☎23-8531

くまがい医院�（富永）�
☎23-6800

内山医院� （平井）�

☎24-1212

米田内科� （平井）�

☎24-0700

星野病院� （大野）�

☎32-1515

茶臼山厚生病院�（富沢）�
☎22-2266

茶臼山厚生病院�（富沢）�
☎22-2266

中根医院� （本町）�

☎24-1661

中根医院� （本町）�

☎24-1661

米田内科� （平井）�

☎24-0700

総人口…52,274人�

男………25,656人�

女………26,618人�

世帯数…16,283世帯�

出生……28人�

死亡……70人�

転入……96人�

転出……75人�

（－20）

（－  3）�

（－17）�

　２月５日（月）、鳳来東小学校５･６年
生児童１４人が、和紙の原料｢がんぴ｣
を使った卒業証書づくりに挑戦しました。�
　毎年１２月下旬に、地元の人と山で
がんぴの木を採集し、全校生徒で皮む
きをします。むいた皮を乾燥させて、煮
たりたたいたりして繊維を細かくしたも
のを、おけに張った水の中に入れます。
それを型に流し込んで紙を作ります。児
童たちは、冷たい水の中に手を入れて、
黙 と々作業に取り組んでいました。この
証書づくりは、平成８年度から行ってい
ます。�
　６年生の青山天くんは、「空気やごみ
が入ったりしないように慎重にやったので、
うまくできました」と話していました。�

手づくりで卒業証書づくりをしたよ！�

がんぴの木を採集�

たかし�



Topics
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市
が
整
備
す
る
施
設
を
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
運
営
事
業
者
に
貸
し
出
し
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
運
営
・
経

営
を
行
う
「
公
設
民
営
方
式
」
を
採

用
し
ま
す
。�

　
ご
家
庭
で
は
、
各
世
帯
に
引
き
込�

　

※�む
光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
し
て
テ
レ
ビ

を
視
聴
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　

※�や
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

・
こ
れ
ま
で
の
放
送
に
加
え
、
地
域

主
体
の
番
組
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ

ャ
ン
ネ
ル
や
、
映
画
・
ア
ニ
メ
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
楽
し
め
ま
す
。�

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。�

・
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が

可
能
で
す
。�

・
Ｉ
Ｐ
電
話
が
利
用
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
今
後
、
超
高
速
情
報
通
信
網

を
活
用
し
、
少
子
高
齢
化
や
安
心
・

安
全
の
確
保
な
ど
、
地
域
の
課
題
の

解
決
を
目
指
し
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、
4
月
か
ら
開
催
す
る

住
民
説
明
会
や
チ
ラ
シ
、
広
報
「
ほ

の
か
」
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。�

※
「
新
城
市
地
域
情
報
化
計
画
」
の

内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
本
庁
企
画
課
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
新
城
図
書
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
。�

�

１
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
事
業
者�

豊
橋
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

株
式
会
社
（
通
称
「
テ
ィ
ー
ズ
」）�

２
　
提
供
さ
れ
た
お
も
な
内
容�

　
a
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
サ
ー

　
　
ビ
ス�

　
●
基
本
チ
ャ
ン
ネ
ル
利
用
料
金�

　
　
月
額
840
円�

サ
ー
ビ
ス
内
容
…
地
上
ア
ナ
ロ

グ
・
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送�

※
加
入
契
約
金
な
ど
の
初
期
費
用

は
、
開
局
ま
で
に
加
入
の
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
無
料
と
な

り
ま
す
。�

た
だ
し
、
宅
内
配
線
張
り
替
え

な
ど
は
別
途
費
用
が
必
要
で
す
。�

　
s
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

　
　
ビ
ス�

　
●
基
本
サ
ー
ビ
ス
・
利
用
料
金�

　
　
10
メ
ガ
　
月
額
　3，
6
7
5
円�

　
　
100
メ
ガ
　
月
額
　5，
2
5
0
円�

※
加
入
契
約
金
な
ど
の
初
期
費
用

は
、
開
局
ま
で
に
加
入
の
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
無
料
と
な

り
ま
す
。�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す�

※光ファイバ…ガラスやプラスチックの繊維でできている、光を通す通信用ケーブル（線）。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんすい�
　　これまでの金属でできているテレビ線や電話線に比べて、通信速度が速く、通信信号の減衰が少ない�
　　などの利点から、近年では、金属製のテレビ線、電話線に代わり使用されるようになっている。�
※ＩＰ電話…加入者間の通話料が無料のケーブル電話。�

企
画
課
　
1
２３
│

７
６
２
０�

問
い
合
わ
せ�

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
事
業
概
要�

Topics

　
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

▼�　
運
営
事
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た�

　
市
で
は
、
市
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
網
を

整
備
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
向
上
や
、
地
域
一
体
感

が
つ
く
り
出
さ
れ
ま
す
。�

平
成
20
年
４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定�
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●投票時間　　　　　　�
午前７時～午後７時�

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙�
愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙�
愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙�

〜
あ
な
た
の
意
思
を
　
そ
の
一
票
に
込
め
て
〜

〜
あ
な
た
の
意
思
を
　
そ
の
一
票
に
込
め
て
〜�
〜
あ
な
た
の
意
思
を
　
そ
の
一
票
に
込
め
て
〜�

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
行
政
課
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
１
７�

問
い
合
わ
せ�

　
こ
の
選
挙
は
、
今
後
4
年
間
の
「
県
政
を
任
せ
ら
れ
る
代
表
者
」
を
選
ぶ
大
切�

な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
見
極
め
、
他
人
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、�

自
分
の
意
思
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。�

�

　
投
票
で
き
る
方�

�

　
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
次
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。�

①
昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方�

②
平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
市
内
に
住
み
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方�

■
新
城
市
に
転
入
し
た
方�

　
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
県
内
の
他

市
町
村
か
ら
新
城
市
へ
転
入
の
届
出
を
し

た
方
は
、
前
住
所
地
で
の
投
票
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
市
町
村
長
が
発
行
す
る

証
明
書
（
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

本
庁
市
民
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
ま
た
は
、
前
住
所
地
の
住
民

担
当
課
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。�

■
新
城
市
か
ら
転
出
し
た
方�

　
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
新
城
市
か

ら
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
方
は
、

新
城
市
で
の
投
票
と
な
り
、
転
入
し
た
方

同
様
、
市
町
村
長
が
発
行
す
る
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。�

■
市
内
で
住
所
の
変
わ
っ
た
方�

　
平
成
19
年
3
月
28
日
d
ま
で
に
転
居
を

届
け
出
た
方
は
、
新
し
い
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
3
月
29
日
E
以

降
に
転
居
を
届
け
出
た
方
は
、
前
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�

　
投
票
区
（
所
）
と
投
票
時
間�

�

■
投
票
区
（
所
）�

　
投
票
は
、
市
内
56
カ
所
の
投
票
区
（
所
）�

で
行
わ
れ
ま
す
。�

　
投
票
所
は
、
次
の
投
票
所
を
除
き
、
2

月
4
日
に
行
わ
れ
た
愛
知
県
知
事
選
挙
時

と
同
じ
施
設
と
な
り
ま
す
の
で
、
広
報
「
ほ

の
か
」
1
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▽
鳳
来
地
区
富
保
投
票
所�

　
吉
村
老
人
憩
の
家
↓
岡
・
大
草
公
会
堂�

■
投
票
時
間�

　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時�

　
た
だ
し
、
下
の

投
票
区
（
所
）
で

は
、
終
了
時
間
が

繰
り
上
げ
ら
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。�

���

�

　
投
票
所
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く�

�

　「
投
票
所
入
場
券
」
は
、
3
月
30
日
f
に

郵
送
し
ま
す
。�

　
投
票
所
入
場
券
に
は
、
有
権
者
の
皆
さ

ん
が
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
投
票
所
が

記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
投
票
日
に
投
票
所
入
場
券
を
忘

れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
と
き
は
、
投

票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。�

投
票
日
は

投
票
日
は
　
　�

4
月
8
日
（日）
�

投
票
日
は
　
　�

4
月
8
日
（日）
��

鳳来地区�
（７カ所）�

�

作手地区�
（４カ所）�

愛郷、島田、塩�
瀬、阿寺、巣山、�
一色（七郷一色）、�
池場�

守義、菅沼、高�
松、田代�

■繰り上げを行う投票区（所）�

投票区（所）名�地区名�

イッピョウくん�

投
票
す
る
と
き
の
注
意�
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�����

　
期
日
前
投
票�

�

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
買
い
物
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
投
票

日
の
前
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

■
期
間�

　
3
月
31
日
g
〜
4
月
7
日
g

（
土
・
日
曜
日
も
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）�

■
時
間�

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時�

■
期
日
前
投
票
所�

▽
市
役
所
東
庁
舎
ロ
ビ
ー�

▽
鳳
来
総
合
支
所
１
階
ロ
ビ
ー�

▽
作
手
総
合
支
所
西
庁
舎
１
階�

※
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

��

　
不
在
者
投
票�

�【
病
院
等
に
お
け
る
投
票
】�

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者

投
票
施
設
に
指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
は
、
そ
の

施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
施
設
の
管
理
者
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。�

�

■
市
内
の
指
定
病
院
・
指
定
施
設�

▽
新
城
市
民
病
院�

▽
茶
臼
山
厚
生
病
院�

▽
星
野
病
院�

▽
宮
本
病
院�

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
ら
ら�

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
麗
楽
荘�

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
荘�

▽
ケ
ア
ハ
ウ
ス
ビ
ラ
ほ
う
ら
い�

■
市
外
の
指
定
病
院
な
ど�

▽
豊
橋
市
民
病
院�

▽
豊
川
市
民
病
院�

な
ど�

【
郵
便
等
に
よ
る
投
票
】�

　
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
や
介
護
が
必
要

な
方
で
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
が
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。�

■
対
象�

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方�

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
両
下
肢
や
内

臓
機
能
な
ど
に
一
定
以
上
の
重
度
障
害

が
あ
る
方�

②
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
5
で
あ
る
方�

■
投
票
用
紙
の
請
求
方
法�

　
4
月
4
日
d
ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
（
※
）
」
を
提

示
し
、
投
票
用
紙
の
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
代
理
人
持
参
・
郵
送
可
）。�

※
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

　
そ
の
他
の
投
票�

�【
代
理
投
票
】�

　
け
が
や
障
害
な
ど
で
字
が
書
け
な
い
方

は
、
係
員
が
代
筆
し
ま
す
の
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
だ
れ
に
投
票
し
た
か
な
ど
、

投
票
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。�

【
点
字
投
票
】�

　
視
覚
障
害
の
あ
る
方
で
、
点
字
の
で
き

る
方
は
、
点
字
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
投
票
所
に
は
、
点
字
器
と
点
字

投
票
用
紙
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。�

�����

　
せ
っ
か
く
投
票
を
し
て
も
、
次
の
投
票

は
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

◇
決
め
ら
れ
た
投
票
用
紙
を
使
用
し
て
い

な
い
投
票�

◇
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を
記
載
し
た

投
票�

◇
２
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し

た
投
票�

◇
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
、
他
事
を
記
載

し
た
投
票�

◇
だ
れ
を
書
い
た
の
か
確
認
し
難
い
投
票�

◇
白
紙
投
票�

◇
単
に
雑
事
を
記
載
し
た
投
票�

な
ど�

　
決
ま
り
を
守
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。�

一
票
を�

大
切
に
し
ま
し
ょ
う�

期
日
前
投
票
と�

不
在
者
投
票�

2月4日(日)に行われた、愛知県知事選挙の結果�

有 権 者 数�
（人）�

候 補 者 名�

　得 票 数（票）�

神　田　真　秋�

16,389

あ　べ　精　六�

1,217

石 田 よしひろ�

11,199

得 票 総 数�

28,805

無効・その他�

171

男� 女� 計� 投票率 (％)

20,612 21,899 42,511 68.16

開 票 状 況� 開始　午後９時30分　　　結了　午後10時22分�
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　『
新
城
ふ
る
さ
と
銀
行
本
店
』と
は
、�

市
出
身
者
の
方
に
、
ふ
る
さ
と
「
新

城
」
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
設
立
し
た
人
材
登
録

制
度
で
す
。
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、

各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

第
一
線
を
退
か
れ
た
方
な
ど
に
そ
の

専
門
知
識
や
経
験
を
い
か
し
て
、
「
外�

か
ら
み
た
」
ふ
る
さ
と
へ
の
ご
提
言
・�

ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り

に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、�

①
市
政
へ
の
提
言
お
よ
び
情
報
提
供�

②
友
人
、
知
人
な
ど
へ
の
市
の
Ｐ
Ｒ�

③
そ
の
ほ
か
市
の
活
性
化
、
発
展
の

た
め
の
ご
協
力
な
ど�

で
す
。
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

方
ま
た
は
、
親
せ
き
、
お
知
り
合
い

で
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が

み
え
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
登
録
方
法
は
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
略
歴
、
電
話
番
号
（
紹

介
の
場
合
は
、
紹
介
者
の
氏
名
、
連

絡
先
）
を
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
郵
送
で
企
画
課
に
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。�

　
ま
た
活
動
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

個
々
に
、
ま
た
相
互
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
随

時
、
市
政
へ
の
意
見
交
換
会
や
交
流

会
の
ご
案
内
を
し
ま
す
の
で
、
都
合

の
つ
く
範
囲
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の�

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す�

　
平
成
18
年
度
に
事
業
を
実
施
し
た

団
体
に
よ
る
、
成
果
報
告
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
展
示
報
告
を
実

施
し
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
活
動
を
予
定
し
て
い
る

区
長
や
市
民
団
体
の
代
表
者
の
方
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
生
の
声
を
聞
き
、
つ

な
が
り
を
持
つ
絶
好
の
機
会
で
す
。

ま
た
、
現
在
活
動
中
の
方
も
、
他
団

体
の
活
動
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。�

日
　
時�

　
3
月
18
日
a�

　
午
後
1
時
〜
5
時
（
予
定
）�

会
　
場�

　
新
城
文
化
会
館
3
階
大
会
議
室�

内
　
容�

《
事
業
成
果
報
告
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
》�

　
事
業
実
施
団
体
の
う
ち
代
表
5

団
体
が
行
い
ま
す
。
質
疑
応
答
を

含
め
、
各
団
体
20
分
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。�

《
事
業
実
施
団
体
の
成
果
展
示
》�

　
す
べ
て
の
団
体
の
成
果
展
示
を

自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。�

　
　
事
業
を
実
施
し
た
各
団
体
の
代

表
に
、
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

　
企
画
課
　
　
　
　
1
２３
│

７
６
２
０�

　
地
域
振
興
課
　
　
1
３２
│

０
５
１
３�

　
地
域
振
興
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http

://w
w
w
.city.shinshiro

.lg
.jp
/

問
い
合
わ
せ�

本�鳳�作�

『
新
城
ふ
る
さ
と
銀
行
本
店
』�

会
員
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い�

企
画
課
　
　
1
２３
│

７
６
２
０
　
　kikaku@

city.shinshiro
.lg
.jp
�

　
　
　
　
　
郵
送
先
　
〒
４
４
１
│

１
３
９
２
（
住
所
不
要
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
城
市
役
所
　
企
画
課
宛�

本�

em

問
い
合
わ
せ�

　事業を予定している方やグループ�

は、必ず受けてください。�

�
日　時�

　 2月26日b～ 3月20日c�
　電話で相談日時の予約をしてくだ�
　さい。�
�
　申請に先立ち、必要な書類を整え�
ていただくために、早めの準備と相�
談をお願いします。�
�
※申請書は、本庁企画課または、各�
　総合支所地域振興課にあります。�
　また、市のホームページからダウ�
　ンロードできます。�

平成19年度　めざせ明日の�
まちづくり事業の事前相談�
を受け付けます�
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市の大切なお知らせをお届けします�

ShinshiroShinshiro

　
広
報
「
ほ
の
か
」
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
県
で
は
土
砂
災

害
防
止
法
に
も
と
づ
い
て
、
横
川
・
�

　く
　
ろ
　
ぜ

�

玖
老
勢
・
作
手
高
里
地
区
を
は
じ
め

と
し
て
、
順
次
危
険
区
域
の
調
査
を

し
て
い
ま
す
。
�

　
現
在
市
で
は
、
平
成
18
年
9
月
26

日
に
20
カ
所
の
区
域
が
、
12
月
22
日

に
は
2
カ
所
の
区
域
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。（
下
表
参
照
）
�

　
な
お
、
同
じ
指
定
地
区
で
も
区
域

番
号
で
複
数
カ
所
の
指
定
が
さ
れ
て

い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
本

庁
土
木
課
、
各
総
合
支
所
建
設
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
指
定
し
ま
し
た
�

田の部 新城地区 10,000円（13,000円）�

 鳳来地区 8,000円（10,000円）�
 　　　　　ほじょう�
 作手地区　圃場整備済 10,000円（12,000円）�

 　　　　　圃場未整備 5,000円（　7,000円）�

畑の部 新城地区 7,000円（　9,000円）�

 鳳来地区 3,500円（　5,500円）�

 作手地区　　　　　　　　　－　　　　－�

土
木
課
　
　
1
２３
│

７
６
３
８�

建
設
課
　
　
1
３２
│

１
９
７
７�

建
設
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

問
い
合
わ
せ�

本�鳳�作�

10アール当たり�

※（　）は、従前の標準額です�

小　作　料　の　標　準　額�農地の区分�

指 定 地 区� 指定区域名�自然現象の種類�

指 定 地 区� 指定区域名�自然現象の種類�

急傾斜地�
の崩壊　�

きゅうけいしゃ ち　�

土石流�

急傾斜地�
の崩壊　�

土砂災害特別警戒�
区域を含む�
警戒区域�

第１回　平成18年９月26日指定�

第２回　平成18年12月22日指定�

横川字追分�

横川字背戸山�
（ 2ヵ所）�

横川字久保貝津�

横川字広貝津�

横川字仲平�
（ 2ヵ所）�

横川字長畑�
（ 3ヵ所）�

横川字入り�

横川字追分�

横川字仲平�

横川字相知ノ入�
（ 2ヵ所）�

玖老勢字中村�

玖老勢字クルミ沢�

玖老勢字クルミ沢�

作手高里字宮前�
（ 2ヵ所）�

横川字入り�
（ 2ヵ所）� 土砂災害警戒区域�土石流�

　　　　　　　　農業振興課　1２３─７６７１�
�
　平成17年度から、農業共済事業経営の合理
化・効率化を目指し、農業共済事務を東三河
全域で行う広域合併について協議してきまし
たが、平成19年 4 月 1 日aから、「東三河農
業共済組合」として事業を進めることになり
ました。�
　事務所は、本所を田原市（現在の東三河南
部農業共済組合）に、新城地区と北設地区の
支所を鳳来総合支所内に置き、これまで同様
事務を行っていきます。�
　今後とも皆さんのご�
理解とご協力をお願い�
します。�

本�問い合わせ�

　　　　　　　　農業振興課　1２３─７６３３�
�
　農用地を貸し借りする時の目安として、農
業委員会では 3年ごとに標準小作料を定めて
います。小作料の改定は、貸し手、借り手お
よび学識経験者による小作料協議会で審議さ
れ、農業委員会で決定します。今回は、市町
村合併や米価の下落など農業情勢の変化によ
り、下記のとおり減額されました。�
　なお適用開始は、 4月 1日aからです。�

本�問い合わせ�

標準小作料を改定しました�

東三河農業共済組合�
が誕生します�
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作
手
教
育
課
�

☎
38
‐
1
4
3
1
�

�お
も
に
保
育
園
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
子
育
て
中
の
方
�

『
人
形
劇
団
と
ん
ぼ
』
に
よ
る

人
形
劇
�

3
月
9
日
（金）
�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
�

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

 
�

�
�������������

�
�

地
域
振
興
課
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
0
5
1
3
�

�山
田
明
・
田
中
淳
介
二
人
展
　
�

�������　
豊
川
市
在
住
で
写
真
を
出
展

す
る
山
田
明
さ
ん
と
、
知
多
郡

東
浦
町
在
住
で
絵
画
を
出
展
す

る
田
中
淳
介
さ
ん
の
二
人
展
で
す
。�

　
お
二
人
は
、
旧
長
篠
中
学
校

卒
業
の
同
級
生
で
、
作
品
は
鳳

来
寺
山
周
辺
や
奥
三
河
方
面
な

ど
各
地
の
四
季
折
々
の
風
景
な

ど
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

3
月
1
日
（木）
〜
31
日
（土）
�

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
�

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示
�

観
来
館（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）�

休
館
日
　
火
曜
日
�

�

�
�

生
涯
学
習
課
　
�

　
　
　
☎
23
‐
7
6
5
3
�

�　
専
門
の
講
師
か
ら
学
ぶ
み
ん

な
の
大
学
で
、
身
近
な
こ
と
を

テ
ー
マ
に
し
た
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
講
座
で
す
。
�

300
円
（
3
回
通
し
）
�

新
城
文
化
会
館
104
会
議
室
�

�
第
1
回
�

3
月
2
日
（金）
�

午
後
7
時
〜
8
時
30
分
�

「
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
伝
え

る
建
築
」
�

豊
橋
技
術
科
学
大
学
�

渡
邊
昭
彦
教
授
�

�
第
2
回
�

3
月
9
日
（金）
　
�

午
後
7
時
〜
8
時
30
分
�

「
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
�

豊
橋
技
術
科
学
大
学
　
　
　
　

大
貝
彰
教
授
�

�
第
3
回
　
�

3
月
13
日
（火）
　
�

午
後
7
時
〜
8
時
30
分
�

「
認
知
症
が
あ
る
高
齢
者
の
尊

厳
を
支
え
る
ケ
ア
の
方
向
性
を

探
る
」
�

愛
知
新
城
大
谷
大
学
�

吉
田
節
子
教
授
�

※
詳
し
い
内
容
は
、
生
涯
学
習

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。
�

������

�
�市

文
化
協
会
�

☎
23
‐
7
6
5
6
�

�3
月
4
日
（日）
�

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
�

新
城
文
化
会
館
�

裏
千
家
…
和
室
�

　
煎
茶
売
茶
流
…
301
室
　
　
　
　

※
茶
券
が
必
要
で
す
。
�

����

広報しんしろ・ほのか　　2007.3

問�

鳳�観
来
館
3
　

月
の
展
示
�

み
に
こ
ん
か
ん
�

　｢子育てと夫婦のパートナーシップ｣�
わたしの家族論�

人口減少社会が現実問題となった今、�
変化する家族の姿について考えてみま�
せんか。�

3月10日（土）�
午後1時30分～3時30分�
新城文化会館�
無料�
椙山女学園大学教授�
東  珠美  氏�
就学前児童の託児あり。�
事前にお申し込みくだ�
さい。�
2月28日（水）�
�

時�

所�

￥�

講�

他�

〆�

すぎ�やま�

あずま� たま�み�

行政課�
☎23‐7611�
gyousei@city.shinshiro.lg.jp

申�問� 本�

em

対�内�時�所� 問�
「
に
こ
に
こ
教
室
」
�

作�

時�所�他�

鳳来寺山鏡岩�
山田 明 さんの作品の一例�

わ
た
�な
べ
�

あ
き
�
ひ
こ
�

￥�所�時�内�講� 問�
申�

本�

生
涯
学
習
市
民
大
学
�

せ
つ
�
こ
�

よ
し
�
だ
�

講�

問�時�所�
春
の
市
民
茶
会
�

う
ら
�せ
ん
�
け
�

せ
ん
�ち
ゃ
�ば
い
�
さ
�

時�内�講�

あ
き
ら
�

お
お
�
か
い
�

内� 時�



������　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1
�

　
　

35
‐
5
0
1
2
�

hourai9
8
@
m
b.infow

eb.ne.jp
�

�　
博
物
館
友
の
会
は
、
自
然
を

愛
す
る
仲
間
が
、
博
物
館
を
通

し
て
自
然
に
対
す
る
知
識
や
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
4
月
1
日
（日）
〜
平
成
20
年
3

　
月
31
日
（月）
　
　
　
　
　
　
　

特
典
　
　
�

・
会
員
証
の
提
示
で
、
博
物
館

　
内
の
見
学
が
自
由
�

・
会
報
「
る
り
山
」
、「
は
く
ぶ
つ

　
か
ん
だ
よ
り
」の
送
付
�

・
観
察
会
な
ど
の
博
物
館
行
事

　
の
情
報
提
供
と
優
先
参
加
�

・
友
の
会
行
事
（
イ
ベ
ン
ト
、
観

　
察
会
な
ど
）
の
参
加
�

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
各
種
ク

　
ラ
ブ
活
動
の
参
加
�

・
学
習
室
や
備
品
、
図
書
の
利

　
用
�

年
会
費
�

大
人
（
高
校
生
以
上
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
1，
0
0
0
円

子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）
700
円
�

�

家
族
会
員
（
同
居
の
み
）
　
�

　
　
　
　
　
　
3，
0
0
0
円
�

グ
ル
ー
プ
会
員
（
学
校
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
20
人
か
ら
）
　
　
　

　
　
　
　
5，
0
0
0
円
か
ら
�

入
会
方
法
　
�

・
友
の
会
入
会
申
込
用
紙
で
入

　
会
（
博
物
館
窓
口
で
入
会
）
�

・
郵
便
振
替
用
紙
で
入
会
�

・
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
入
会
�

　
（http://hom

epage.nifty.com

　/hourai99

）�

※
友
の
会
の
詳
し
い
内
容
や
資

　
料
請
求
は
、
博
物
館
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
�

��

�����

福
祉
課
�

☎
23
‐
7
6
2
4
�

市
民
福
祉
課
�

☎
32
‐
1
9
8
2
�

市
民
福
祉
課
�

☎
37
‐
2
2
1
1
�

�　
市
障
害
者
手
当
（
12
月
〜
3
月

分
）
を
3
月
30
日
（金）
に
振
り
込

み
ま
す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ

ん
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

※
転
居
・
転
出
・
施
設
入
所
な

　
ど
の
際
は
、
本
庁
福
祉
課
ま

　
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支

　
所
の
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。
�

��� 
�

児
童
課
�

☎
23
‐
7
6
2
2
�

市
民
福
祉
課
�

☎
32
‐
1
9
8
2
�

市
民
福
祉
課
�

☎
37
‐
2
2
1
1
�

�　
市
遺
児
手
当
（
12
月
〜
3
月
分
）

を
3
月
30
日
（金）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
�

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
す

　
み
や
か
に
本
庁
児
童
課
ま
た

　
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

　
の
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。
 

広報しんしろ・ほのか　　2007.3

東浦町「於大まつり」�
お� だい�

参加者募集�

　知多郡東浦町は、徳川家康の生母「於大
の方」生誕の地です。東浦町は旧鳳来町と
昭和61年「姉妹提携」を結び、交流を深め
てきました。�
　東浦町では、毎年4月「於大まつり」を開
催しています。あなたも、東浦町の春を満
喫しに出かけませんか。�

4月28日（土）�
午前8時：鳳来総合支所出発（市役所経由）�
午後4時：鳳来総合支所帰着予定�
東浦町於大公園・於大のみち・乾坤院一帯�
※雨天の場合は中止�
無料（昼食は各自）�
参加される方全員（4人まで）の住所・氏
名・年齢・電話番号を記入し、はがきま
たはＥメールでご応募ください。�
※代表者の氏名の前に◎を記入してください。
　抽選結果を後日代表者に連絡します。�
　市内在住の方�
3月23日（金）必着�
30人（応募者多数の場合は抽選）�

けん�こん�いん�

まん�

きつ�

時�

所�

￥�

応�

対�

〆�

定�

問�

本�鳳�作� 市
障
害
者
手
当
の
振
込
み
�

問�

本�鳳�作� 市
遺
児
手
当
の
振
込
み
�

問�時�
申� 平

成
19
 

年
度
　
鳳
来
寺
山
�

自
然
科
学
博
物
館
友
の
会
員
募
集
�

em

�
地域振興課　☎32‐0513�
〒441‐1692�
（住所不要）�
鳳来総合支所　地域振興課宛�

　hri-tiikishinko@city.shinshiro.lg.jpem

問�申�鳳�



�������

都
市
計
画
課
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
7
6
4
0
�

主
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
町
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
�

�　
県
新
城
設
楽
総
合
庁
舎
西
の
、

新
桜
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

新
桜
通
り
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し

ま
す
。
新
城
高
校
ウ
イ
ン
ド
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
催
し
の
ほ
か
、

来
場
者
に
は
、
新
町
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
特
製
「
そ
ば
す

い
と
ん
」
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
も
ち
な
げ
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
�

3
月
25
日
（日）
　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
2
時
（
雨
天

中
止
）
 �

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
桜

　
通
り
を
竹
の
灯
篭
で
照
ら
す
「
花

　
灯
路
」
を
、
フ
ェ
ス
タ
開
催
1

　
週
間
前
か
ら
行
い
ま
す
。
ろ

　
う
そ
く
の
明
か
り
に
揺
ら
め

　
く
、
陽
光
桜
を
お
楽
し
み
く

　
だ
さ
い
。
�

��

�����

市
民
安
全
対
策
室
　
　
　
�

☎
23
‐
1
1
1
1
�

地
域
振
興
課
　
　
　
　
�

☎
32
‐
0
5
1
1
�

地
域
振
興
課
　
　
　
　
　
　

☎
37
‐
2
2
1
1
�

�　
交
通
安
全
は
全
市
民
の
願
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通
事
故

は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
の
が
現

実
で
す
。
あ
な
た
や
あ
な
た
の

ご
家
族
が
、
い
つ
な
ん
ど
き
交
通

事
故
に
遭
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
場
合
に
備
え
て
、
1

人
年
額
360
円
の
掛
け
金
で
助
け
合

う
交
通
災
害
共
済
に
、
家
族
そ
ろ

っ
て
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
加
入
で
き
ま
す
。
�

加
入
手
続
き
�

　
毎
年
度
末
に
、
次
年
度
の
申

し
込
み
用
紙
を
市
役
所
か
ら
区

長
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
掛
け
金
を

添
え
て
区
長
に
申
し
込
む
か
、

直
接
市
内
の
金
融
機
関
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
な
お
、
転
入
さ
れ
た
方
な
ど

区
長
を
通
さ
ず
直
接
申
し
込
み

さ
れ
る
方
は
、
市
担
当
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

共
済
期
間
�

平
成
19
年
4
月
1
日
〜
平
成
20

年
3
月
31
日
�

����
新
城
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
2
3
3
3
�

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

�

�●
お
す
す
め
の
本
�

◆
一
般
書
�

・
『
一
瞬
の
風
に
な
れ
　
�

　
第
一
部
〜
第
三
部
』
�

　
　
　
　
　
　
佐
藤
多
佳
子
著
�

　
高
校
陸
上
部
で
、
た
だ
速
く
な

る
た
め
に
ひ
た
す
ら
に
走
る「
連
」

と
「
新
二
」
を
主
人
公
と
し
た
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
さ
わ
や
か
な

青
春
陸
上
小
説
で
す
。
�

◆
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
�

・
『
バ
ッ
テ
リ
ー
』
全
6
冊
�

　
　
　
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ
作
�

　
380
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
で
す
。
映
画
の
前
に
原
作
を

ご
一
読
く
だ
さ
い
。
�

◆
絵
本
�

・
『
お
お
き
な
木
』
�

　
シ
ェ
ル
･
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
・
絵
�

　
　
　
　
　
　
本
田
錦
一
郎
訳
�

　
お
お
き
な
木
と
少
年
の
お
話

で
す
。
大
人
の
方
に
も
お
す
す

め
し
ま
す
。
�

��

�

広報しんしろ・ほのか　　2007.3

れ
ん
�

問�
図
書
館
だ
よ
り
�

HP

か
�

た
�

と
う
�

さ
�

こ
�

し
ん
�
じ
�

や
く
�
ど
う
�
か
ん
�

き
ん
�い
ち
�

ほ
ん
�
だ
�

ろ
う
�

問�

本� 新
城
北
設
楽
交
通
災
害
共
�

済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
�

鳳�作�

市
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
�

　
市
で
は
、
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
を
つ
く
る
た
め

に
、
平
成
19
年
度
広
報
「
ほ
の
か
」
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。�

内
　
容
�

①
広
報
「
ほ
の
か
」
発
行
月
ご
と
に
、
所
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

　
に
よ
り
感
想
・
意
見
な
ど
を
報
告
す
る
。
�

②
会
議
に
出
席
し
、
広
報
「
ほ
の
か
」
に
関
す
る
自
由
意
見
や
要

　
望
な
ど
を
述
べ
る
。
�

③
気
づ
い
た
こ
と
や
、
地
域
の
で
き
ご
と
・
話
題
な
ど
を
随
時
提

　
供
す
る
。
�

定
　
員
　
5
人
�

資
　
格
�

　
市
内
に
1
年
以
上
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
�

任
　
期
�

　
委
嘱
の
日
〜
平
成
20
年
3
月
31
日
�

募
集
お
よ
び
選
定
�

原
則
と
し
て
公
募
に
よ
り
広
く
市
民
か
ら
募
集
�

し
、
応
募
者
が
定
数
を
超
え
た
場
合
は
居
住
地
�

域
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
て
選
定
す
る
。
�

た
だ
し
、
応
募
者
が
定
数
を
満
た
な
い
場
合
は
、
�

第
三
者
の
推
薦
に
よ
り
選
定
す
る
。
�

謝
　
礼
�

　
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
�

応
募
期
限
�

　
3
月
16
日
（金）
�

申
し
込
み
方
法
�

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
、
は
が
き

　
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

� い
�し
ょ
く
�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み�

秘
書
広
報
課
　
�

☎
23
‐
7
6
2
3
�

23
‐
7
2
9
6
�

info@
city.shinshiro.lg.jp�

郵
送
先
　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2
（
住
所
不
要
）
�

　
　
　
　
新
城
市
役
所
　
秘
書
広
報
課
宛
�

�
本�em

と
う
�ろ
う
�

は
な
�

と
う
�ろ
う
�

よ
う
�
こ
う
�ざ
く
ら
�

問�時�

本�



�
��消

防
本
部
総
務
課
�

☎
22
‐
1
7
4
6
�

�　
「
消
さ
な
い
で
�

　
　
　
あ
な
た
の
心
の
�

　
　
　
　
　
注
意
の
火
。
」
�

を
統
一
標
語
に
、
3
月
1
日
（木）

か
ら
7
日
（水）
ま
で
の
1
週
間
、

全
国
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
火
災
予
防
の
運
動
は
、
昭
和

2
年
3
月
7
日
、
京
都
府
丹
後

西
北
部
で
発
生
し
た
北
丹
後
地

震
の
時
、
非
常
に
大
き
な
被
害

を
出
し
た
大
火
災
を
き
っ
か
け

に
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
昭
和
27
年
か
ら
の

こ
と
で
、
翌
28
年
か
ら
、
現
在

の
春
と
秋
の
2
期
に
分
け
た
形

で
「
全
国
火
災
予
防
運
動
」
と

し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を

機
会
に
、
防
火
意
識
を
高
め
、

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。
�

����

��
新
城
警
察
署
　
�

☎
22
‐
0
1
1
0
�

�ド
ロ
ボ
ウ
逮
捕
に
ご
協
力
を
！
�

�　
最
近
県
下
で
は
、
暴
力
団
や

不
良
外
国
人
が
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
、
犯
行
の
役
割
分
担
を
し

て
行
う
「
窃
盗
事
件
」
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
こ
う
し
た
窃
盗
グ
ル
ー
プ
は
、

盗
難
車
を
使
用
す
る
な
ど
し
て

広
い
範
囲
を
移
動
し
な
が
ら
、

訪
問
販
売
な
ど
を
装
い
ピ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
方
法
で
侵
入
す
る

な
ど
、
そ
の
犯
行
は
ま
す
ま
す

悪
質
、
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
を
脅
か
す
ド
ロ
ボ
ウ
を
一

人
で
も
多
く
逮
捕
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
�

　
例
え
ば
、
�

・
住
宅
街
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
通

　
路
で
、
様
子
を
う
か
が
い
な

　
が
ら
う
ろ
つ
い
て
い
る
�

・
隣
家
で
窓
ガ
ラ
ス
の
割
れ
る

　
音
が
し
た
�

・
近
所
の
飼
い
犬
が
異
常
な
吠

　
え
方
を
し
て
い
る
�

・
駐
車
車
両
の
中
を
の
ぞ
き
こ

　
ん
で
い
る
�

な
ど
、
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
110
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
情

報
が
、
犯
人
逮
捕
に
つ
な
が
る

大
き
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

����

生
涯
学
習
課
�

☎
23
‐
7
6
5
4
�

�　
耐
震
性
な
ど
の
安
全
管
理
上
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
使
用
を
、
4

月
1
日
（日）
か
ら
当
分
の
間
休
止

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
�

　
な
お
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
次

の
と
お
り
営
業
し
ま
す
。
�

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
�

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
�

青
年
の
家
�

休
業
日
　
月
曜
日
�

��

広報しんしろ・ほのか　　2007.3

新
城
警
察
署
便
り
�

問�

せ
っ
�と
う
�

お
び
や
�

⑫

『
国
指
定
天
然
記
念
物
　
甘
泉
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
』
�

●�問�
■�作�
作
手
教
育
課
�

☎
38
‐
１
４
３
１
�

　
甘
泉
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
、境
内

の
開
山
堂
前
に
あ
り
、昭
和
４７
年

５
月
２６
日
に
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
上
１.５
メ
ー

ト
ル
で
幹
囲
６.３
メ
ー
ト
ル
、根
回
り

７.５
メ
ー
ト
ル
、樹
高
は
２７
メ
ー
ト
ル

で
す
。地
上
４
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所

か
ら
東
へ
１
本
、さ
ら
に
７
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
所
か
ら
北
へ
１
本
、東
へ

１
本
と
４
幹
に
分
か
れ
て
直
上
し

て
い
ま
す
が
、う
ち
一
幹
は
枯
れ
て

い
ま
す
。
樹
上
に
は
コ
ケ
シ
ノ
ブ
・

ウ
チ
ワ
ゴ
ケ・ノ
キ
シ
ノ
ブ・
セ
ッ
コ
ク・

ヤ
マ
ハ
ゼ
な
ど
が
着
生
し
、樹
木
を

中
心
に
約
３４０
・
８６
平
方
メ
ー
ト
ル
が

指
定
区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
コ
ウ
ヤ
マ
キ
科

の
一
属
一
種
、常
緑
針
葉
樹
の

高
木
と
な
る
日
本
固
有
種

で
す
。
高
野
山
に
多
い
の
で

そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
平
成
２
年
６
月
に
読
売

新
聞
社
と
国
際
花
と
緑
の

博
覧
会
協
会
が
主
催
し
た

「
新
・
日
本
の
名
木
１００
選
」で
は
、

県
下
で
鳳
来
寺
山
の
傘
ス
ギ
と
甘

泉
寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
み
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。�

　
甘
泉
寺
は
開
山
以
来
約
６３０
年
、

こ
の
木
も
樹
齢
６３０
年
に
ふ
さ
わ
し

い
樹
容
で
、優
雅
と
剛
健
を
誇
り
、

ま
さ
に
日
本
一の
名
木
で
す
。�

　
昨
年
、広
報「
ほ
の
か
」
１１
月
号

で「
ま
ち
の
話
題
」に
も
登
場
し

ま
し
た
が
、秋
篠
宮
悠
仁
親
王
の

「
お
印
」
に
決
定
し
て
以
来
、訪
れ

る
人
が
例
年
以
上
に
増
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、一
度
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

か
ん
�
せ
ん
�
じ
�

け
い
�
だ
い
�

か
さ
�

ご
う
�

あ
き
�

し
る
し
�

し
の
の
�み
や
�
ひ
さ
�ひ
と
�

け
ん
�

春
の
火
災
予
防
運
動
が
�

は
じ
ま
り
ま
す
�

問�

問�

本�レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
使
用
休
止
�

時�受�
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循環社会推進課�
1２３─７６２９�
水道環境課�
1３２─１９８７�
水道環境課�
1３７─２２１１�

問い合わせ� 本�

鳳�

作�

　
「
近
所
の
犬
が
、
夜
中
に
鳴
く
の

で
眠
れ
な
い
」
「
深
夜
・
早
朝
に
犬

に
鳴
か
れ
寝
て
い
ら
れ
な
い
」
「
昼

間
は
留
守
の
家
で
1
日
中
犬
が
鳴
く

の
で
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
り
そ
う
」

…
…
こ
う
い
っ
た
苦
情
が
最
近
多
く

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
が
飼
っ
て
い
る
「
犬
」
は
、

鳴
き
声
で
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
せ
ん
か
。�

　
飼
い
犬
が
吠
え
る
の
に
は
、
原
因

が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
時
に
吠
え
る

の
か
原
因
を
知
っ
て
、
そ
の
解
消
を

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。�

　
大
切
な
家
族
の
一
員
で
あ
る
「
犬
」�

の
鳴
き
声
が
、
近
所
迷
惑
と
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
飼
い
主
の

責
任
で
す
。
皆
さ
ん
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。�

�

「
迷
惑
な
ほ
ど
の
鳴
き
声
」�

┃ 

７
つ
の
要
因
と
解
消
法 

┃�

　

〜
犬
は
ど
ん
な
時
吠
え
る
の
か
〜�

�

①
用
便
を
足
し
た
い
！�

　
犬
は
、
急
な
排
便
・
排
尿
の
時
、

自
分
の
犬
小
屋
の
中
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
本
能
か
ら
、

飼
い
主
に
知
ら
せ
る
た
め
に
吠
え

ま
す
。
ま
た
、
日
課
の
散
歩
時
間

に
用
便
を
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
る
犬
は
、
そ
の
時
間
が
近
づ
く

と
吠
え
て
飼
い
主
に
催
促
し
ま
す
。�
�

　「
し
つ
け
」
が
大
切
で
す�
�

　
普
段
か
ら
の
し
つ
け
が
大
切

で
す
。
犬
の
居
場
所
の
近
く
に

ト
イ
レ
を
設
け
て
お
く
と
か
、

1
日
の
日
課
を
決
め
て
そ
の
中

の
運
動
の
時
に
解
決
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

�

②
運
動
不
足
！�

　
人
間
で
も
1
日
中
部
屋
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
る
と
気
分
転
換
し

た
く
な
る
よ
う
に
、
犬
も
1
日
中

つ
な
が
れ
犬
小
屋
に
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
、
や
た
ら
と
吠
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。�

�

毎
日
朝
晩
30
分
程
度
の
運
動
を
さ

せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う�

�

　
運
動
は
、
犬
と
の
大
切
な
交

流
時
間
で
す
。
駆
け
足
・
ボ
ー

ル
遊
び
な
ど
も
交
え
て
思
い
き

り
遊
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
室

内
犬
で
も
布
を
く
わ
え
て
綱
引

き
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

て
み
ま
し
ょ
う
。�
�

③
寂
し
い
！�

　
犬
は
本
来
甘
え
ん
坊
で
す
。
人

の
気
配
の
な
い
静
か
な
場
所
に
犬

小
屋
が
あ
る
と
、
寂
し
さ
で
た
ま

ら
な
く
な
り
吠
え
て
飼
い
主
に
訴

え
ま
す
。�

�

寂
し
が
り
屋
の
犬
に
は
…�

�

　
家
族
の
気
配
の
す
る
と
こ
ろ

に
犬
を
置
き
、
好
き
な
遊
び
道

具
で
退
屈
し
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
突
然
音
の

す
る
も
の
を
置
い
た
り
し
て
、

注
意
力
を
集
中
さ
せ
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。�

�

④
体
の
具
合
が
悪
い
！�

　
健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
ず
調
子
の

悪
い
時
は
、
犬
で
も
い
つ
も
よ
り

余
分
に
文
句
を
言
う
場
合
が
多
い

も
の
で
す
。�

�

わ
が
子
同
様
、
い
つ
も
気
を
つ
け

て
あ
げ
ま
し
ょ
う�

�

　
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
シ
ャ
ン
プ

ー
を
し
て
、
い
つ
も
清
潔
に
手

入
れ
を
し
、
体
の
傷
、
下
痢
、�

せ
き�咳
、
鼻
水
、
口
や
耳
の
中
に
異

物
が
な
い
か
な
ど
細
か
く
観
察

し
て
、
異
常
が
あ
れ
ば
適
切
な

処
置
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。�

�

⑤
居
心
地
が
悪
い
！�

　
風
通
し
が
悪
く
、
湿
気
が
多
い

犬
小
屋
や
、
日
当
た
り
が
悪
く
寒

い
犬
小
屋
は
、
犬
に
と
っ
て
も
苦

痛
で
文
句
も
言
い
た
く
な
り
ま
す
。�

�

居
心
地
が
悪
い
場
合
は
…�

�

　
飼
い
主
も
犬
と
い
っ
し
ょ
に

犬
小
屋
に
入
っ
て
居
心
地
を
確

か
め
る
く
ら
い
の
気
持
ち
が
必

要
で
す
。
犬
の
身
に
な
っ
て
考

え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。�

�

⑥
近
所
に
ム
ダ
吠
え
を
す
る
犬
が
い
る
！�

　
犬
に
は
、
他
の
犬
の
真
似
を
す

る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
近
所
に
ム

ダ
吠
え
の
癖
が
あ
る
犬
が
い
る
と
、

知
ら
な
い
間
に
う
つ
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。�

�

ご
近
所
ど
お
し
で
相
談
し
よ
う�

�

　
そ
の
犬
の
飼
い
主
と
協
力
し
、

お
互
い
に
ム
ダ
吠
え
の
原
因
を

探
し
な
が
ら
解
決
し
て
み
ま
し

ょ
う
。�

�

⑦
近
く
に
発
情
し
た
メ
ス
犬
が
い
る
！�

　
オ
ス
犬
の
場
合
、
近
く
に
発
情

し
た
メ
ス
犬
が
い
る
と
、
暴
れ
た

り
夜
鳴
き
を
し
た
り
し
て
落
ち
着

き
が
な
く
な
り
ま
す
。�

�

　ひ　
に
ん
　
　
き
ょ
せ
い�

避
妊
・
去
勢
の
す
す
め�

�

　
一
般
的
に
、
去
勢
手
術
で
性

質
が
お
と
な
し
く
な
り
、
発
情

期
の
メ
ス
犬
を
慕
わ
な
く
な
っ

て
遠
吠
え
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
メ
ス
犬
で
子
犬
を
と
る

必
要
が
な
く
、
オ
ス
犬
が
寄
っ

て
き
て
困
る
場
合
は
、
避
妊
手

術
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。�

�

｢

犬
の
鳴
き
声｣

が
　
　
　
　�

近
所
迷
惑
に
な
っ
て
い
ま
す�
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ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
�

�○
電
気
使
用
量
削
減
率
�

（
前
年
同
月
比
）
�

1
位
　
み
み
み
 

29．
94
％
�

2
位
　
の
ん
ち
ゃ
ん
 

24．
61
％
�

3
位
　
明
治
の
て
っ
ち
ゃ
ん
�21．

71
％
�

4
位
　
ミ
ー
サ
ン
 

21．
52
％
�

5
位
　
き
ら
ち
ゃ
ん
 

17．
71
％
�

6
位
　
ぶ
ー
に
ゃ
ん
 

16．
64
％
�

7
位
　
や
ま
と
 

6．
85
％
�

○
一
人
当
た
り
電
気
使
用
量
の
少
な

　
い
世
帯
�

1
位
　
た
っ
ち
ゃ
ん
 

27．
1
kwh
�

2
位
　
き
ら
ち
ゃ
ん
 

28．
8
kwh
�

3
位
　
の
ん
ち
ゃ
ん
 

65．
8
kwh
�

4
位
　
し
こ
あ
た
こ
探
検
隊
�

 

79．
4
kwh
�

5
位
　
み
み
み
 

87．
7
kwh
�

6
位
　
ピ
ー
ス
パ
パ
 

89．
5
kwh
�

7
位
　
ま
さ
く
ん
 

89．
6
kwh
�

��

※
こ
の
暫
定
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
コ
ン

テ
ス
ト
参
加
者
の
報
告
（
平
成
18

年
12
月
分
電
気
使
用
量
実
績
）
を

も
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
参
加

さ
れ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
省
エ
ネ

を
心
が
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
の
家
庭
と
比
べ
て
み
て
ど

う
で
す
か
？
�

����

　
動
物
を
飼
う
こ
と
に
関
係
し
た
法

律
と
し
て
、
『
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
』
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
法
律
の
第
7
条
に
、�

「
動
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、

命
あ
る
も
の
で
あ
る
動
物
の
所
有
者

又
は
占
有
者
と
し
て
の
責
任
を
十
分

に
自
覚
し
て
、
そ
の
動
物
を
そ
の
種

類
、
習
性
等
に
応
じ
て
適
正
に
飼
養

し
、
又
は
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、

動
物
の
健
康
及
び
安
全
を
保
持
す
る

よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
動
物
が

人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に

害
を
加
え
、
又
は
人
に
迷
惑
を
及
ぼ

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
決

め
ら
れ
た
「
家
庭
動
物
等
の
飼
養
及

び
保
管
に
関
す
る
基
準
」
で
は
、�

「
動
物
を
飼
い
始
め
る
前
に
は
、
し

つ
け
な
ど
に
必
要
な
知
識
を
も
つ
」

こ
と
、�

「
生
涯
飼
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
こ

と
、�

「
動
物
の
飼
養
に
よ
っ
て
、
近
隣
に

迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
の
配
慮
が

必
要
で
あ
る
」
こ
と
、�

な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
動
物
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
常
に

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
責
任

を
持
っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。�

譲
り
た
い
も
の�

¡

腹
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ベ
ン
チ�

¡

電
子
レ
ン
ジ�

¡

ベ
ビ
ー
カ
ー�

¡

ハ
ム
ス
タ
ー
用
ケ
ー
ジ�

¡

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
８
段
靴
棚�

�

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の�

¡

糸
つ
む
ぎ
車�

¡

は
た
織
り
道
具�

¡

円
形
座
卓�

�

　「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て�

ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、�

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号�

を
本
庁
循
環
社
会
推
進
課
へ
お
知�

ら
せ
く
だ
さ
い
。�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

し
ん
し
ろ
省
エ
ネ
100
日
間
コ
ン
テ
ス
ト�

　
　
　
　
ざ
ん
て
い�

12
月
分
の
暫
定
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表�

再
確
認
！
　
　
　
　
　
　�

　
飼
い
主
と
し
て
の
責
任�



消防団活動への貢献�

　第３１回新城マラソン大会が、新城総
合公園陸上競技場を発着点として開
催されました。�
　今大会から、鳳来寺山麓マラソンと、
本宮山スカイラインジョギソン大会が統
合されたこともあって、過去最高の１，７５
５人の参加者が出場しました。�
　出場者は、健康ジョギングの２部門と、
年代別マラソンの２８部門に分かれ、そ
れぞれのペースでゴールを目指しました。�
　市内では、中学生男子３キロの部で、
新城中学校２年の西尾尚也くん（東新町）
が９分３２秒の好タイムで優勝しました。�

過去最高の参加者が�
設楽原の地を力走!!

なお�や�

　消防団関係優良事業所として、愛知東農業協
同組合が県知事表彰を受けました。この日、市消
防本部の加藤消防長から農協の河合組合長へ、
賞状と記念品が渡されました。�
　河合組合長から｢約６０人の職員が、地元の消
防団活動に携わっています。今後も地域貢献の
一環として、力いっぱい支援をします｣と力強いこ
とばがありました。�

選手宣誓をする山田実咲さん（左・新
城小学校６年生）と、松井美里さん
（右・千郷小学校６年生）�

み�さき�せん�せい�

み�さと�
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市消防出初式�

　今年で２回目を迎えた設楽原かるた合戦が、設楽原歴
史資料館で行われました。�
　この「かるたとり」は、「設楽原古戦場いろはかるた」をも
とにＡ３版に作られたジャンボかるたを、織田・徳川連合軍
と武田軍に分けて取り合います。�
　参加した２１人の児童が、３年生以下と４年生以上に分
かれ、競い合いました。結果は両方とも武田軍が圧勝に終
わりました。�
　３年生以下の部で、一番多くの枚数を取った東郷東小
２年の森田翔馬くんは「最初は勝てるかどうか心配だった
けれど、僕が９枚取って武田軍も勝てたのでうれしかった」
と喜んでいました。�

　雪の降る中、桜淵いこいの広場で市消防署、
消防団、婦人防火クラブ、自衛消防隊、千郷中
学校少年消防クラブなど約６８０人、車両３１台
が参加して出初式が行われました。「今日のよ
うに寒空、強風の中でも負けない不屈の精神を
もって、市民の生命・財産を守っていただきたい」
と穂積市長から、激励のあいさつがありました。�

「ジャンボかるた」めがけ�
猛ダッシュ!!

しょう�ま�

　市幼小中学校ＰＴＡ連絡協議会が、新城文
化会館で地域連携の強化を目的に、合併後初
めて「学校発表会」を開催し１０グループが参
加しました。�
　千郷小中学校ＰＴＡ「ハートフルコーラス」は、
美しいハーモニーで子どもや父母が歌いました。
　また、他の９グループは工夫をこらした劇や踊
りを舞台で披露すると、会場からは大きな拍手
が沸き上がりました。�

父
母
と
子
が
�

舞
台
で
１
つ
に
�

で� ぞめ�
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　黒沢田楽が、七郷一色黒沢の阿弥陀堂で
行われました。�
　鳳来寺田楽、田峯田楽とともに、「三河の田楽」
として国指定重要無形民俗文化財に指定さ
れているこの黒沢田楽は、黒沢地区７戸で継
承しています。�
　後継者不足で存続が危ぶまれていますが、
旧七郷一色小学校の先生、東陽小学校の先
生や子どもたちが笛で応援参加をしていること
もあり、伝統芸能が継承されています。�
　この日は、風が強く寒い１日となりましたが、県
内外から訪れた約１３０人の見学者は、次 と々
披露される舞に見入っていました。�

受け継がれる伝統の「舞」�

大切な文化財を�
守ろう！�

　市文化協会主催の書き初め大会と市民初釜
茶会が、新城文化会館で開催されました。５日（金）
の茶会には、穂積市長、兵藤議長などが、茶席に
招かれました。�

新春行事�

かん�せん�じ�

あ� み� だ� どう�

ね�はん�ず�

　文化財防火デーのこの日、作手鴨ヶ谷地
区の｢甘泉寺｣で、市消防署、消防団と教育委
員会、地域住民の約３０人が参加して、消防訓練
が行われました。この寺は、県指定有形文化財の涅槃図を
所有しています。�
　訓練は、発煙筒から出された煙に向かって、地元住民が
消火器などを使い初期消火活動を行った後、市消防署作
手出張所の消防隊員がポンプ車で放水しました。�
　その後、和田教育長から｢火災はいつ起こるか分からない。
今日の訓練では、迅速に対応できてよかった｣と講評がありま
した。�
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新�城地区成人式�

鳳�来地区成人式�

作�手地区成人式�

竹
内
　
沙
織
さ
ん
（
長
者
平
）�

　
今
ま
で
は
、周
り
に
温
か
く
見
守
ら
れ
て
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
責
任
を
持
っ
た
行
動
に
努

め
て
い
き
た
い
で
す
。�

　
将
来
の
夢
は
、尊
敬
す
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
超
え
る
理
容

師
と
な
っ
て
作
手
に
戻
っ
て
き
た
い
で
す
。�

小
澤
　
慎
史
さ
ん
（
野
郷
）�

　
私
が
今
住
ん
で
い
る
野
郷
地
区
は
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
み
ん
な
が
元
気
あ
ふ
れ
る
地
区
で
、と
て
も
大
好
き

で
す
。
こ
の
地
区
を
新
城
一
の
地
区
に
す
る
よ
う
、
自
分
か

ら
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。�

し
ん
�
じ
�

の
ん
ご
う
�

ち
ょ
う
じ
ゃ
ひ
ら
�

さ
�
お
り
�

大
谷
　
達
宣
さ
ん
（
井
代
）�

　
成
人
と
な
っ
た
今
、自
分
自
身
に
責
任
を
持
ち
、自
立
し
、

希
望
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、い
つ
も
変
わ
ら
な
い
笑
顔

で
僕
を
信
じ
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
一
言
「
あ

り
が
と
う
」と
言
い
た
い
で
す
。�

田
中
　
由
佳
さ
ん
（
上
吉
田
）�

　
成
人
を
迎
え
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
の
20
年
間
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
こ

こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
、と
く
に
母
親
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
広
い
心
を
持

ち
、「
自
分
」を
持
っ
た
素
敵
な
女
性
に
な
り
た
い
で
す
。�

蔵
園
　
貴
章
さ
ん
（
本
町
）�

　
こ
れ
か
ら
は
、一
人
の
大
人
と
し
て
１
日
い
ち
に
ち
を
し

っ
か
り
と
送
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
出
会
っ
た
人
、親
に「
あ
り
が
と
う
」の
感
謝
の
心
を

持
ち
、今
後
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。�

平
尾
　
優
佳
さ
ん
（
栄
町
）�

　
こ
の
成
人
式
を
区
切
り
と
し
て
、
10
代
ま
で
の
こ
と
を
切

り
換
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

今
日
こ
の
よ
き
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、何
に
で
も
一
人

で
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
、親
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。�

さ
か
え
ま
ち
�

ほ
ん
ま
ち
�

い
し
ろ
�

か
み
よ
し
だ
�

ゆ
う
�
か
�

た
か
�
あ
き
�

ゆ
�

か
�

た
つ
�
の
り
�

　1月7日（日）、平成19年新城市成人式が新城・鳳来・
作手の３地区で開催されました。�
　新城地区は新城文化会館、鳳来地区は鳳来中学校、
作手地区は作手開発センターで開催され、646人
の新成人が誕生しました。�

新
成
人
の
コ
メ
ン
ト

新
成
人
の
コ
メ
ン
ト
�

新
成
人
の
コ
メ
ン
ト
�

20歳になりました�

あでやかな着物姿の女性たち�

新成人誓
いのこと

ば�

はたち�

20歳の灯�

真剣なまなざしで写真撮影�

ともしび�

※成人式のスナップ写真は、市のホームページでご覧になれます。�
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
37
‐
2
8
3
9

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�����������

��妊
産
婦
一
般
歯
科
健
診（
要
申
込
）　
　

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

�
3
月
14
日
（水）
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方
�

母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
手
帳
�

無
料
�

���マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

☎
23
‐
8
5
5
1
�

�
3
月
13
日
・
20
日
・
27
日
�

（
3
日
1
コ
ー
ス
で
、
す
べ
て
火
　

曜
日
）
�

午
後
1
時
〜
4
時
�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

講
話
、
妊
婦
体
操
、
沐
浴
実
習
�

母
子
健
康
手
帳
ほ
か
�

�機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

☎
23
‐
8
5
5
1
�

�
3
月
22
日
（木）
�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方
�

リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
、　

血
圧
測
定
、
健
康
相
談
な
ど
�

��

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）�

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

☎
23
‐
8
5
5
1
�

�
3
月
23
日
（金）
�

午
前
9
時
50
分
〜
11
時
45
分
　
　
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　

平
成
18
年
5
月
〜
8
月
の
間
に
生
ま

れ
た
乳
児
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
よ
だ

れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、
筆
記
具
�

�����　
「
8
0
2
0
運
動
」
は
、
「
80
歳
以

上
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
つ
こ
と
」
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
対
象
の
方
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
市
で
は

26
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

�
菅
沼
嘉
高
（
内
金
下
）
80
歳
30
本
�

斉
藤
和
市
（
大
野
田
）
85
歳
29
本
�

前
沢
　
寛
（
杉
　
山
）
80
歳
29
本
�

神
谷
牟
美
（
名
　
越
）
81
歳
28
本
�

高
林
ひ
さ
ゑ
（
栄
　
町
）
80
歳
28
本
�

安
形
ハ
ナ
子
（
富
岡
中
部
）
80
歳
28
本
�

藤
原
富
蔵
（
黒
　
瀬
）
81
歳
27
本
�

渡
辺
義
一
（
平
　
井
）
80
歳
27
本
�

北
尾
早
苗
（
庭
　
野
）
80
歳
26
本
�

天
野
な
つ
（
北
中
河
内
）
80
歳
26
本
�

西
郷
岩
男
（
見
　
代
）
81
歳
25
本
�

井
上
昭
子
（
大
野
3
番
組

）
80
歳
25
本
�

村
松
　
實
（
新
城
中
町
）
80
歳
25
本
�

中
島
喜
美
雄
（
弁
　
天
）
81
歳
24
本
�

竹
内
正
治
（
大
野
3
番
組

）
80
歳
24
本
�

金
田
　
叶
（
内
金
上
）
83
歳
23
本
�

鈴
木
み
ね
子
（
細
　
川
）
82
歳
23
本
�

今
泉
み
ゆ
き
（
海
老
入
洞
）
81
歳
23
本
�

鈴
木
辰
男
（
玖
老
勢
）
81
歳
23
本
�

足
木
イ
ワ
ヱ
（
門
　
谷
）
80
歳
23
本
�

安
形
　
勲
（
海
老
千
原
田

）
86
歳
22
本
�

鈴
木
卜
丸
（
富
　
保
）
83
歳
22
本
�

竹
川
美
智
子
（
玖
老
勢
）
81
歳
22
本
�

馬
場
芳
久
（
竹
ノ
輪
）
80
歳
22
本
�

横
山
義
雄
（
明
　
和
）
80
歳
22
本
�

夏
目
博
愛
（
富
　
沢
）
81
歳
20
本
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
称
略
�

�※
平
成
19
年
2
月
1
日
現
在
の
年
齢
で

　
す
。
�

�《
自
分
の
歯
を
保
つ
秘
訣
と
は
？
》
�

・
身
体
を
よ
く
動
か
し
て
い
た
。�

・
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る
。�

・
食
事
は
時
間
を
か
け
て
食
べ
る
。�

・
歯
み
が
き
を
丁
寧
に
行
う
。
�

・
か
た
い
物
を
良
く
噛
ん
で
食
べ
る
。
�

・
海
藻
類
が
好
き
。
�

�
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2
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受
賞
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�
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�
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�
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�
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�
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1月届出分�
1月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。�
届出人の承諾を得て掲載させていただいています。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）�

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区
�

市内の交通事故状況�
区�

件�

死傷者（人）�

死　者� 負傷者� 計�

人身�
事故�
件数�

物損�
事故�
件数�

18年�

19年�

増減�

分�

1月中�

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
�

く

す

り

安

心

電

話

�

　
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

が
３６５
日
２４
時
間
体
制
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
医
療
機
関
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
接

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
�

☎
２２-

1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関

す
る
緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど
�

新
城
薬
剤
師
会
�

問
い
合
わ
せ
�

開
設
時
間
�

午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時
�

☎
0
9
0-

5
0
0
7-

1
2
0
0

ｈｔｔｐ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｑｑ
．ｐｒｅｆ

．ａｉｃｈｉ．ｊｐ
/
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相 談 名 な ど � と　　　　　　き� と こ ろ � 申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ �

※�

新城設楽児童相談センター�☎23-7366児 童 相 談 �毎週月～金曜日　（要予約）� 新城設楽児童相談センター�

3月の各種相談� ※印は前々日までにご予約ください�

新城保健センター�☎23-8551一 般 健 康 相 談 �3/5（月）　午前9時　（要予約）� 新城保健センター�

作手保健センター�☎37-2839こ こ ろ の 健 康 相 談 �3/5（月）　午前10時～正午　（要予約）� 作手保健センター�

指 導 室 �☎23-7652教 育 相 談 �毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）� 市民体育館教育相談室�

司 法 書 士 会 �☎22-4076
3/8（木）　午前10時～午後3時　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

登 記 法 律 相 談 �
3/23（金）　午前10時～午後3時　（要予約）� 作手開発センター�

法 律 相 談 �

社会福祉協議会鳳来センター�☎32-0553心 配 ご と 相 談 �3/7（水）、22（木）　午後1時～4時� 鳳来開発センター�

社会福祉協議会�☎23-56183/2（金）、16（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

社会福祉協議会作手センター�☎38-14813/12（月）　午後1時～4時� 作手開発センター�

フリーダイヤル�☎0120-874-412女性悩みごと電話相談�3/13（火）、27（火）　午前10時～午後2時� 行 政 課 �

社会福祉協議会�☎23-5618身体障害者福祉相談�3/9（金）、23（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

商 工 観 光 課 �☎23-7634消 費 生 活 相 談 �3/20（火）　午後1時～4時� 勤労青少年ホーム�

保 険 医 療 課 �☎23-7625年 金 相 談 �3/27（火） 午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状が必要� 市民体育館第１会議室�

都 市 計 画 課 �☎23-7640

（鳳）建　設　課�☎32-1977

3/3（土）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

無 料 住 宅 耐 震 相 談 �3/10（土）　午前9時～正午　（要予約）� 鳳来総合支所２階第２会議室�

（作）建　設　課�☎37-22113/24（土）　午前9時～正午　（要予約）� 作手総合支所�

新城まちなみ情報センター�☎24-0001パソコン悩みごと相談�毎週土曜日　午前9時～午後5時　（要予約）� 新城まちなみ情報センター�

鳳来保健センター�☎32-2811健 康 相 談 �毎週月曜日　午前9時30分　（健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811能登瀬いきいき広場�3/22(木)　午前10時　（健康手帳持参）� 東部高齢者生きがいセンター�

鳳来保健センター�☎32-2811す こ や か 相 談 �3/28（水）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

市 民 課 �☎23-76283/13（火）　午後1時～4時� 勤労青少年ホーム�人 権 行 政 相 談 �

3/14（水）、28（水）　午後1時～4時　（要予約）� しんしろ福祉会館相談室� 社会福祉協議会�☎23-5618

25�

18�

－7

2�

0�

－2

34�

22�

－12

36�

22�

－14

114�

88�

－26

今
泉
　
　
皓

宮
野
　
竜
一

竹
下
　
昂
明

横
山
真
愛
子

夏
目
　
惟
吹

梶
本
　
奈
那

神
谷
　
翔
太

関
原
　
姫
春

伊
　
　
悠
也

岡
野
　
　
翔

今
泉
　
　
陸

白
井
　
智
貴

片
桐
歩
乃
美

岩
佐
　
紀
香

藤
原
　
柚
梨

大
丸
　
湧
雅

望
月
　
綾
斗

鈴
木
　
睦
也

伊
藤
　
温
希

齋
藤
　
晃
弥

戸
村
　
桜
子

尾
藤
　
直
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小
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瑞
紀

渡
邉
　
杏
美

渡
邊
　
　
昂

男男男女男女男女男男男男女女女男男男男男女男男女男

宏正
人

賀
雅

明
人

泰
孝

尚
史

佳
宏

寛
万

隆
幸

真
奈
美

光
義

昌
弘

圭
一

憲
宣

教
良

浩
明

伸
悟

明
宏

暢
克

鎮
亨

俊
人

登政
弘
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井
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金
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�

ゆ
�

ゆ
う
�
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�
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�
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｢

無
償
の
行
為｣

と
い
う
使
命�

　
　
朝
、
大
野
地
区
で
は
、
大
き
な
袋
を
前

　
　
と
後
ろ
に
付
け
た
一
台
の
自
転
車
が
、

横
を
通
り
過
ぎ
る
車
を
よ
そ
に
、
ゆ
っ
く
り

と
走
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
山
本
さ
ん
は�

78
歳
。
15
年
間
、
雨
の
日
以
外
は
朝
8
時
か�

ら
お
昼
ご
ろ
ま
で
、
道
路
わ
き
に
捨
て
ら
れ

た
ゴ
ミ
を
拾
い
続
け
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い�

　
　
の
窓
か
ら
見
え
る
道
路
の
待�

　
　
　ひ　
じ
ょ�

　
　
避
所
は
、
弁
当
の
空
箱
な
ど

の
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
ひ
ど
い
景
観

で
す
。
そ
こ
を
通
る
だ
れ
も
が
、

い
つ
も
そ
の
状
況
を
目
に
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
気
に
な
っ
て
い

て
も
、
自
分
に
は
か
か
わ
り
の
無

い
道
路
周
辺
の
景
観
を
守
る
た
め
、

清
掃
活
動
を
続
け
る
人
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
　
掃
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
　
は
、
定
年
後
、
家
の
中
に
い

る
の
が
嫌
で
散
歩
を
し
て
い
た
ら
、

道
路
に
散
乱
す
る
ゴ
ミ
が
気
に
な�

り
、
自
然
に
清
掃
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。�

　
　
掃
活
動
を
始
め
た
こ
ろ
と
今
を
比
べ
て
、

　
　
道
路
に
散
乱
す
る
ゴ
ミ
の
状
況
の
変
化
は

見
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
山
本
さ
ん

は
そ
ん
な
現
状
に
絶
望
す
る
の
で
は
な
く
、
清

掃
活
動
と
い
う
地
域
へ
の
貢
献
が
自
分
に
託
さ

れ
た
使
命
と
考
え
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。�

　
　
め
て
、
社
会
に
対
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
（
無
償
の
行
為
）
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
せ
ん
か
。
一
方
で
、
こ
の
よ
う
に
「
だ

れ
も
が
必
要
と
感
じ
る
が
、
だ
れ
も
や
り
た
が

ら
な
い
こ
と
」
を
継
続
す
る
た
め
に
、
そ
し
て

一
個
人
の
負
担
に
甘
ん
じ
な
い
た
め
に
、
皆
さ

ん
は
ど
う
受
け
止
め
た
ら
よ
い
と
感
じ
た
で
し�

ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　（
取
材
・
ア
キ
ラ
）�

毎�車�清�

清�改�

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会�
http://shinshirosimin.hamazo.tv/

　　　　　　　ゆ　や�
活動内容　①湯谷～長篠地区周辺道路の清掃活動�
　　　　　②障害者施設支援のためのアルミ缶収�
　　　　　　集活動�
連 絡 先　山本源一（やまもと　げんいち）�
　　　　　〒441－1615　新城市大野小林63�
　　　　　電話：0536－32－0193（自宅）�

山本源一さん�

しんしろ市民活動講座�
新
城
さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛�

児
童
書
道
展
作
品
募
集
！！
�

会
　
　
期
　
3
月
28
日
d
〜
4
月
8
日
a�

会
　
　
場
　
ユ
ニ
ー
新
城
店
　
　
新
・
旧
階
段
展
示
場�

応
募
資
格
　
保
育
・
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生�

　
　
　
　
　
（
※
5
人
以
上
の
団
体
出
品
を
受
け
付
け
ま
す
）�

作
　
　
品
　
八
つ
切
（
四
半
切
）
縦
書
き�

　
　
　
　
　
学
校
名
、
新
学
年
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

課
　
　
題
　
保
育
・
幼
稚
園
児
、
小
学
1
年
生
「
さ
く
ら
」�

　
　
　
　
　
小
学
2
年
生
「
山
ざ
く
ら
」�

　
　
　
　
　
小
学
3
年
生
「
桜
ま
つ
り
」�

　
　
　
　
　
小
学
4
年
生
「
桜
の
並
木
」�

　
　
　
　
　
小
学
5
年
生
「
桜
の
名
所
」�

　
　
　
　
　
小
学
6
年
生
「
公
園
の
桜
」�

　
　
　
　
　
中
学
1
年
生
「
清
流
笠
岩
」�

　
　
　
　
　
中
学
2
・
3
年
生
「
八
重
桜
花
吹
雪
」（
行
書
で
）�

出

品

料
　
500
円�

締
め
切
り
　
3
月
23
日
f
（
必
着
）�

�

　　　行政課�

　　　　1 23－7611　FAX 23－2002�
�
「想いをかたちにする手順」�
　日　時： 3月18日a�
　　　　　午後 3時30分～ 6時�
　場　所：新城文化会館304会議室�
　講　師：NPO法人サポートちた�
　　　　　事務局長　今井　友乃�
　定　員：先着30人�
�
「新城をもっとこうしたらよくなるのに…」�
「活動を始めたけどうまくいかない　」�
　そんな方にお勧めです。�

問い合わせ�
本�

八
楽
書
道
会
　
1
２２
│

２
０
０
６�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み�

市民の�
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この地から育て！�

未来の高校球児・�

プロ野球選手�

　
新
城
市
北
部
体
育
振
興
会
は
、
新
城
で
野
球

を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
『
夢
』
を
持
っ
て
プ
レ

イ
し
て
も
ら
お
う
と
、
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
投�
　
　
き
た
べ
っ

ぷ�
手
の
北
別
府
　学
　氏
を
講
師
に
招
き
野
球
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
野
球
教
室
の
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た

め
東
郷
中
学
校
体
育
館
で
実
施
し
ま
し
た
。
市

内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
・
選

手
約
90
人
と
市
内
東
郷
中
学
、
新
城
中
学
、
八

名
中
学
、
千
郷
中
学
、
鳳
来
中
学
の
野
球
部
員

約
40
人
が
指
導
を
受
け
ま
し
た
。�

　
笑
顔
を
交
え
た
楽
し
い
教
室
の
中
に
も
、
ボ

ー
ル
の
握
り
方
や
手
首
の
使
い
方
な
ど
の
細
か

い
説
明
を
受
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
熱
心
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い

や�

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
天
野
征
哉
く
ん
（
東

郷
東
小
6
年
）
は
、
「
ボ
ー
ル
の
握
り
方
が
い

い
」
と
ほ
め
ら
れ
て
、
自
信
が
つ
い
た
と
う
れ

し
そ
う
で
し
た
。�

　
こ
の
教
室
で
、
北
別
府
氏
は
、
野
球
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
「
野
球
を
で
き
る
喜

び
・
や
れ
る
喜
び
、
そ
し
て
、
高
価
な
道
具
を

買
っ
て
く
れ
た
、
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
親
に

感
謝
す
る
気
持
ち
と
、
そ
の
道
具
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
」
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。�

零大くん�

れい�だい�

平成16年5月14日生�

「僕は、クリームパンが　　　　　�
　　　　　　　だ～いすき！　�
おいしくて、いっつも　　　　�
　こんな顔になっちゃうんだよ　」�

父　服部　全伸　さん�
母　　　　幸子　さん（新城･東新町）�

　市内在住の１歳から小学校入学�
　前までのお子さん��
　・コメント（お子さんが話して�
　　いるものを50字程度で）�
　・写真�
　・お子さんの氏名（かな）・生�
　　年月日・ご両親の名前�
　・応募者の住所・氏名・電話番�
　　号を記入し、郵送またはＥメ�
　　ールでお送りください。��
　郵送の場合�
　　〒４４１－１３９２�
　　秘書広報課�
　　「集まれ！ちびっ子広場」係�
　Ｅメールの場合�
　　info@city.shinshiro.lg.jp�
　　「集まれ！ちびっ子広場」係�

対�

応�

※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます�

恵利加ちゃん�

え� り� か�

平成12年12月31日生�

「食いしん坊の私は、　　　　　　�
　　　給食が大好きQ

　給食のおばさん　　　　　　�
　　　　　　いつもありがとう！！」�

父　大場　茂雄　さん�
母　　　　秀子　さん（新城･東新町）�
�



・
合
併
し
て
、地
域
が
広
く
な
っ
た
の
で
、

身
近
な
広
報
紙
で
は
な
く
な
っ
た
。�

�・
「
し
み
ん
の
ト
ビ
ラ
」の
コ
ー
ナ
ー
は
、

ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
の
か
分
か
り
、

よ
い
コ
ー
ナ
ー
だ
と
思
う
。�

　
�

・
名
古
屋
市
の
広
報
紙
な
ど
よ
り
、分

か
り
や
す
い
し
、親
し
み
や
す
い
。�

�・
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」の
名
前
が

興
味
深
い
。�

・
「
ま
ち
の
話
題
」の
コ
ー
ナ
ー
は
、写

真
は
良
い
が
結
果
報
告
ば
か
り
で
興

味
が
わ
か
な
い
。　
�

・
表
紙
の
写
真
の
感
じ
が
と
て
も
よ

い
。
�

・
自
分
の
生
活
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
が

な
い
の
で
全
く
見
な
い
。�

�・
「
行
政
の
情
報
を
伝
え
る
も
の
」
と
い

う
大
前
提
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。�

・
広
報
の
存
在
自
体
知
ら
な
い
。�

�・
写
真
が
多
い
方
が
い
い
。�

って何？�

「
ほ
の
か
」っ
て
ど
う
な
の
？
�

　
一
部
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
広
報
紙

の
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
�

��

（
男
女
問
わ
ず
複
数
）����

（
60
代
男
性
）���

（
元
名
古
屋
市
在
住
60
代
男
性
）��

（
20�
代
・
50
代
女
性
）���

（
40
代
男
性
）��

（
50
代
男
性
）���

（
10
代
男
性
女
性
・
60
代
男
性
）���

（
40
代
男
性
）��

（
20
代
女
性
）��

（
男
女
問
わ
ず
複
数
）�

「
行
政
は
広
報
」�

　
築
き
た
い
信
頼
関
係
�

■
発
行
の
意
義
�

　
市
が
発
行
し
て
い
る
広
報
「
ほ
の
か
」

（
原
則
毎
月
１６
日
に
発
行
）
は
、
皆
さ

ん
の
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
�

　
一
般
の
書
店
で
売
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
配

布
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
義

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
議
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
愛
読
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
広
報
紙

を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
広
報
と
は
「
広
く
人
々
に
知

ら
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
市
民
に
市

の
仕
事
や
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、
行

事
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
行
政
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
も
の

で
す
。
�

　
今
日
の
行
政
に
と
っ
て
、
十
分
な
お

知
ら
せ
を
し
、
意
見
や
要
望
を
聞
く
こ

と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
�

　
�

　
市
へ
の
思
い
は
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
そ
し
て
、
広
報
の
必
要
性
は
さ

ら
に
多
様
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
新
た
な
考
え
の
も
と
で
新
し
い

時
代
の
広
報
活
動
の
展
開
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。
�

　
市
民
と
行
政
と
の
間
に
信
頼
関
係
が

で
き
て
初
め
て
、
広
報
業
務
は
成
り
立

ち
ま
す
。
�

こ
ん
�に
ち
�

広報�
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です�

「広報」の軸は�

■
こ
ん
な
情
報
が
欲
し
か
っ
た
�

■
皆
さ
ん
の
関
心
が
�

　
市
の
発
展
の
鍵
を
握
る
�

市
民
に
よ
る
編
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
!

・
一
つ
の
テ
ー
マ
を
定
め
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
の
意
見
を
載
せ
て
ほ

し
い
。
　
　
　
　
�

・
新
城
市
を
こ
ん
な
街
に
し
た
い
と

い
う
夢
や
希
望
を
市
民
が
書
け
る

ペ
ー
ジ
が
あ
る
と
よ
い
。
�

　
　
　
　
　
�

・
市
役
所
内
の
部
署
の
紹
介
や
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
書
い

て
ほ
し
い
。
�

・
市
民
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
、

そ
れ
の
対
応
な
ど
も
載
せ
る
。
�

　
　
　
�

・
市
内
の
元
気
な
企
業
な
ど
の
紹
介

や
地
道
に
継
続
し
て
い
る
団
体
の

が
ん
ば
っ
て
い
る
様
子
を
載
せ
て

ほ
し
い
。
　
　
�

・
人
物
紹
介
を
し
、
身
近
な
人
が
載

る
こ
と
で
「
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
」

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
�

�・
市
民
病
院
の
こ
と
や
人
口
増
減
が

気
に
な
る
の
で
、
若
い
人
が
も
っ

と
子
ど
も
を
産
み
た
く
な
る
よ
う

な
話
題
や
内
容
を
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　
�

・
連
載
ペ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
毎
号
読
む

か
も
し
れ
な
い
。
�

��

（
60
代
女
性
）����

（
60
代
男
性
）���

（
60
代
男
性
）���

（
60
代
男
性
）����

（
50
代
女
性
）����

（
70
代
男
性
）�����

（
50�
代
・
40
代
女
性
）���

（
60�
代
・
70
代
女
性
）�

　
広
報
「
ほ
の
か
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て

早
１７
作
目
。
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
ほ
の
か
」
の

愛
称
や
広
報
モ
ニ
タ
ー
で
意
見
を
い
た

だ
き
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
れ
か
ら
の
「
ほ
の
か
」
は
、
市
民

に
よ
る
情
報
の
編
集
を
加
え
て
、「
行
政

が
知
ら
せ
た
い
情
報
」
と
「
市
民
が
知

り
た
い
情
報
」
を
融
合
さ
せ
た
広
報
紙

を
編
集
し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
広
報

紙
の
あ
り
方
と
し
て
市
民
の
立
場
で
考

え
、
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
編

集
す
る
こ
と
で
市
民
と
行
政
の
結
び
つ

き
・
信
頼
感
を
強
め
て
、
皆
さ
ん
の
考

え
を
政
策
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
�

　
そ
こ
で
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

独
創
的
な
企
画
や
発
想
、
女
性
誌
な
ど

に
見
ら
れ
る
奇
抜
な
レ
イ
ア
ウ
ト
、
普

段
の
生
活
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
可
能

性
を
秘
め
る
４
人
の
市
民
の
方
に
、
広

報
編
集
の
委
員
と
し
て
「
ほ
の
か
」
の

製
作
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
次

の
２４
ペ
ー
ジ
で
委
員
の
紹
介
を
し
て
い

ま
す
。）�

　
こ
の
春
、
広
報
「
ほ
の
か
」
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
と
い
う
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
動
き
始
め
ま
す
。
�

　
市
は
、
合
併
し
て
今
年
の
１０
月
に
２

周
年
を
迎
え
ま
す
。
�

����　
行
政
か
ら
の
情
報
は
、
的
確
に
伝
わ

り
、
判
断
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
広
報
紙
は
、
１
万

６
千
世
帯
の
市
民
と
市
を
結
ぶ
一
つ
の

架
け
橋
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な

る
媒
体
で
す
。
�

　
力
を
合
わ
せ
、
市
を
よ
り
発
展
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

基
本
は
、「
自
力
で
生
き
て
い
け
る
ま
ち
」

を
市
民
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
�

　
そ
の
た
め
に
、
今
、
市
で
起
き
て
い

る
こ
と
、
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。
そ
れ
が
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
の
第
一
歩
な
の
で
す
。
�

この春、欲しい情報へかわる�

いま、新しい広報を考える�

「市民の参加」�
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広
報
「
ほ
の
か
」の
最
終
ペ
ー
ジ
は
、４
月
号
か
ら

「
市
民
編
集
委
員
」
が
製
作
す
る
ペ
ー
ジ
と
な
り
、

市
民
の
目
線
で
広
報
紙
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
は
次
の
４
人
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。青
山

芳
子
さ
ん（
入
船
）、夏
目
み
ゆ
き
さ
ん（
杉
山
）、加

藤
公
子
さ
ん（
鴨
ケ
谷
）、加
藤
弘
依
さ
ん（
湯
谷
）

の
意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す
。�

よ
し
�
こ
�

き
み
�
こ
�

ひ
ろ
�
え
�

穂積市長と市民編集委員�

お手伝いします　�
　　広報紙づくり�

夏目　みゆき さん� 青山　芳子 さん�

加藤　弘依 さん�加藤　公子 さん�

好きです新城�

「ほ」
�

ほ
ん
と
う
？
っ
て
び
っ
く
り
し
た
り
�

ほ
ら
ね
！
っ
て
自
慢
し
た
く
な
る
記
事
な
ど
�

楽
し
く
て
役
立
つ
情
報
を
い
っ
ぱ
い
集
め
た
ら
�

　
　
ほ
ん
の
り
と
　
頬
も
心
も
　
桜
色
�

皆
さ
ん
の
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
の
た
め
に
�

ほ
の
か
の
編
集
　
が
ん
ば
り
ま
す
�

　
私
は
、
生
ま
れ
育
ち
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
新
城
市
が
好
き
で
す
。
今
の
新

城
は
、
生
活
環
境
整
備
な
ど
で
数
々
の
問
題
提
起
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新

城
の
良
さ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
新
城
の
良
い
こ
と
探
し
！
」

を
し
、
新
城
で
が
ん
ば
る
市
民
や
元
気
の
あ
る
活
動
を
見
つ
め
直
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
広
報
「
ほ
の
か
」
か
ら
の
情
報
発
信
に
よ
り
「
新
城
で
健
康
に

生
き
る
楽
し
さ
」
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

ほ
お
�

　
も
っ
と
多
く
の
方
に
、こ
の
新
城
市
の
魅
力
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。そ
し

て
そ
の
魅
力
を
い
っ
し
ょ
に
磨
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。そ
ん
な
思
い
で
私
た
�

��ち
が
広
報
「
ほ
の
か
」
を
通
じ
て
皆
さ
ん
へ
伝
え
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い

ま
す
。
明
る
く
楽
し
く
、そ
し
て
未
来
へ
つ
な
が
る
新
城
市
を
目
指
し
て

　
さ
ま
ざ
ま
な
市
町
村
の
広
報
紙
を
２０
冊
ほ
ど
読
ん
で
み
ま
し
た
。
す

る
と「
広
報
紙
」か
ら
、そ
の
街
の
空
気
や
姿
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。そ

の
�

��プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
２
歩
後
退
。で
も
そ
れ
以
上
に
、市
民
目
線
で
の
広
報
紙

の
意
義
も
あ
る
の
か
な
と
３
歩
前
進
。市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
好
意

新
城
の
魅
力
を
磨
こ
う
！
�

市

民

の

目

線

で

�

広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび�
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

発
行
／
新
城
市
役
所
・
編
集
／
秘
書
広
報
課
�

〒
441-1392　

愛
知
県
新
城
市
字
東
入
船
6
-1
�

�
0536（

2
3
）1
1
1
1
　
�
0536（

2
3
）7
2
9
6

広
報
し
ん
し
ろ
�

N
o
.1
7
　
平
成
1
9
年
3
月
号
�

広報しんしろ・ほのか　　2007.3




